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研究成果の概要（和文）：本研究は児童・生徒のための喫煙防止教育方法を開発し、その効果を明らかにすることであ
る。対象は、小学6年生(児童)と中学1年生(生徒)、教育方法は喫煙防止授業と授業後に家庭で行うフォローアップ学習
であった。評価方法は授業前・授業直後・3か月後に質問紙調査を行った。その結果、対象は授業に対して「面白い」
「良い」「びっくり」といった知的関心を喚起した感想を表した。そして児童は本教育により授業後・3か月後に喫煙
を容認しない意識変化を示したが、生徒には意識変化がおこらず、教育効果は限定的であった。対象の過半数に身近な
喫煙者がおり、家族の協力と発達的特徴を考慮した教育方法の検討が課題と考えられた。

研究成果の概要（英文）：As part of a series of studies for the development and evaluation of anti-smoking 
education for primary and junior high school children in Japan, a program consisting of school-based 
class and home-based follow-up was evaluated by means of a questionnaire analysis. The subjects were 6th 
grade primary school children and 7th grade junior high school pupils. The results show that the smoking 
prevention class aroused intellectual interest of the subjects in that they described the session was 
“interesting”, “very good” and “alarming”. The 6th grade children had a more negative attitude 
toward smoking immediately after and three months after the class than before, but the attitude of the 
7th grade pupils hardly changed. The limited impact of the program on the older subjects can be 
attributed to the presence of smokers around them in the majority of cases. The degree of cooperation 
from family members should be taken into account in developing smoking prevention strategies.
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１．研究開始当初の背景 

近年のタバコの規制は世界的な潮流であ

り、わが国でも成人の喫煙離れが進み、中学

生・高校生を対象とした 4年ごとの全国調査

においても喫煙経験率が低下している１）。望

ましい傾向であるが、小児の喫煙のきっかけ

が友人・兄姉のみならず保護者からの勧めで

始まることがあり２）、未だ解決されていない

問題がある。また、平成 14 年度から学習指

導要領に小学校 6 年生での喫煙防止を指導

することが明記されており、各校の取り組み

が行われているが、その効果を測る際、対象

者の中には喫煙経験がない者が大勢含まれ

ているゆえ、行動の変化を指標とするには限

界がある。 

 そこで筆者らはこれまでに、小学校 6年生

～高校2年生までを対象に喫煙防止教育を1

回、演習を含めた講義形式で行い、喫煙に対

する心理社会的依存度を評価する加濃式社

会的ニコチン依存度調査票(略称 KTSND、高得

点ほど心理社会的に依存状態にあると評価)

を用いて教育前・直後・3か月後に調査を行

い、その効果を検討した 3)4)。その結果、教

育前に比べて教育直後に KTSND 総得点は低

下するが、3か月後には教育前と同程度にな

り３）４）、とりわけ、学年が上がるほどにそ

の傾向をみとめた４）。教育効果を維持する方

法が求められた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、医療－教育機関－家庭が

連携して児童・生徒のための喫煙防止教育方

法を開発することである。 

研究１：小学校 6年生(児童)に喫煙防止教育

を行い、教育後の意識変化からその効果を明

らかにする。 

研究２：中学校 1年生(生徒)に喫煙防止教育

を行い、教育後の意識変化からその効果を明

らかにする。 

研究３：児童・生徒の授業後の感想文より印

象に残った授業内容を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)研究対象  研究協力が得られた学校の児

童と生徒 

 

(2)教育方法とデータ収集方法  研究対象と

なった児童・生徒に対し、学校の正規授業時

間内に喫煙防止授業（喫煙の実態、依存性の

しくみ、禁煙治療、喫煙を断る/禁煙を勧め

る方法等について動画・写真・模型など視覚

化された教材を使い、講義と演習を組み入れ

たもの）を実施した。その後、フォローアッ

プ学習としてニュースレターを発行（授業 1

か月後、2 か月後、3 か月後）した。ニュー

スレターでは、家庭へ授業内容の報告をする

とともに、授業内容と関連させ、子どもの認

知力・関心を考慮した防煙に関する内容と親

や既に喫煙習慣のある子どもに向けた禁煙

支援に関する内容を含めイラストを多用し

た。また、児童・生徒とその家族の関心を喚

起させた能動的に学べる工夫としてワーク

シート形式の内容も加えた。これらの活動を

通して児童・生徒を対象に質問紙調査を行っ

た。質問紙の内容は、≪授業前≫(a)属性：性

別、周囲の喫煙者の有無、(b)タバコに対する

認知 KTSND、≪授業直後≫(b)と(c)授業の感想、

≪授業 3 か月後≫(a)(b)と(d)ニュースレター、

ワークシートの評価とした。質問紙は、研究協

力校の担任教諭が児童・生徒に配布し、児童・

生徒が回収箱に投函した。そして、養護教諭が

当該クラス分とりまとめて研究代表者の元へ

郵送した。 

教育介入と調査の時期については以下の表

に示した。 

 



喫煙防止教育・調査の時期 

時期 授業前 授業 授業後 １Ｍ後 ２Ｍ後 ３Ｍ後 

教育  実施  WS/NL WS/NL WS/NL 

調査 実施  実施   実施 

WS ワークシート, NL ニュースレター 

 

⑶分析方法  (a)属性、(b)KTSND、(d)NL と WS

の回答を数量化し、SPSS for Windows ver.22.0

にて統計解析した。そして(c)感想文は数理シ

ステム・テキストマインイング ver.4.2 にて解

析した。なお、本調査は札幌医科大学倫理委員

会にて承認を得ている。 

 

４． 研究の成果 

(1)研究１：2012～2013 年、北海道内 A市 2小

学校で授業を行い、授業前 129 名、授業直後

124 名、3 か月後 124 名の有効回答を得た。デ

ータ解析の結果、授業前、児童の周囲に喫煙者

がいる者は 66 名（51.2％）、いない者は 63 名

（48.8％）で、3か月後も殆ど変わらなかった。

児童の KTSND-youth 総得点（中央値）は、授業

前 4.0、直後 2.0、3 か月後 3.0 であった。授

業直後は得点が有意に低下し、児童に対する教

育効果がみられた。しかし 3か月後の児童の総

得点は低下したままだったが、その範囲にばら

つきが見られるようになった。 

 

(2)研究２：2012 年に北海道内 A市 3中学校で

授業を行い、授業前 340 名、授業直後 328 名、

3か月後 330 名の有効回答を得た。データ解析

の結果、授業前、生徒の周囲に喫煙者がいる者

は186名（54.7％）、いない者は148名（43.5％）

で、3 か月後も殆ど変わらなかった。生徒の

KTSND 総得点（中央値）は、授業前 9.0、直後

9.0、3 か月後 9.0 と変化がなかった。項目別

に検討したところ、「項目７ タバコにはスト

レスを解消する作用がある」において、授業前

1.0、直後 0.0、3か月後 0.5 と授業前に比べて

直後、及び 3か月後が有意に低かった。フォロ

ーアップ学習の教材のニュースレターを見せ

た者は 187 名(56.7％)で、彼らの KTSND 総得点

は 9.0 で見せなかった者の 10.0 に比べて有意

に低かった。授業及びフォローアップ学習によ

って生徒の KTSND 総得点の有意な変化を認め

ず、僅かな教育効果しか述べられなかった。生

徒の心理社会的ニコチン依存度の傾向をさら

に検討し、生徒の喫煙と健康への関心をつくる

仕組みを構築する事が必要である。 

 

(3) 研究３：児童 103 名、生徒 269 名のテキス

トデータが得られた。単語頻度解析では、児

童・生徒共に類似した単語の出現頻度であり、

「タバコ」「吸う」「人」「印象」「残る」「吸う

＋ない」が上位にあった。講義資料の内容では

「写真」「けむり」「集中力」「口」が出現した。

授業を評価する単語では、「面白い」「良い」「お

どろく」「びっくり」「わかる」が出現した。特

徴語抽出では、児童からは「紙」「書く」「さそ

う」など演習に関する単語が、生徒からは講義

や模型の「タール」「けむり」「体」「足」等が

高頻度で抽出された。対応バブル分析で属性の

学年と単語との関連を見た際、学年と「吸う＋

したくない」には明瞭な傾向はみられなかった。

今後、授業の何が印象づいて非喫煙意思に関連

するのかを属性の項目を増やして検討してゆ

く必要がある。 

 

(4)研究のまとめ 今回、開発した教育方法は、

児童には効果をみとめたが、生徒には効果をみ

とめなかった。発達的特徴、学習の難易度を考

慮した更なる教育方法の開発が必要である。 
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